
タルミズらしい生活はじまるよ～
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はじめまして、垂水
市です。

どこか懐かしく、で
もここにしかない風

景。

歩みをとめて深呼吸
すると聞こえてくる

風の音や鳥のさえず
り。

刻々と色を変える広
い空と深い海。

「田舎」なんてひと
くくりにするのはも

ったいない！

自然を身近に感じら
れる場所がここには

あります。

あなたが自然体でい
られる場所が、きっ

とここにはあるはず
。

BLESSING-Winter Life in Tarumizu,Japan 4K
写真は、垂水市 PV の一幕。鹿児島県を代表する桜島と鹿児島湾（錦江湾）に夕日が落ちる瞬

間をとらえました。PV は「BLESSING（＝恵み）」と名付けられ、垂水市の景観やそこに生き

る人を 4K で撮影しました。美しい映像美でお届けする 10 分 48 秒をお楽しみください。

４Ｋで魅力を知る
－YouTube 視聴－

東京
（羽田空港）

大阪
（大阪空港）

鹿児島
（鹿児島空港） ◎羽田空港⇔鹿児島空港

　約１時間 35 分
◎大阪空港⇔鹿児島空港
　約１時間 10 分

鹿児島
まで

１時間
ちょっ

と
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A R E A
垂 水 市 は 海 と 山 に 囲 ま れ た 場 所

鹿 児 島 県 の ２ 大 シ ン ボ ル

「 桜 島 」 と 「 鹿 児 島 湾 」 を 望 む 垂 水 市 。

地 形 か ら 交 通 環 境 ま で を ご 紹 介 ！

　

日
本
の
南
に
位
置
す
る
「
鹿

児
島
県
」。
そ
の
シ
ン
ボ
ル
は

活
火
山
と
し
て
有
名
な
「
桜
島
」

と
母
な
る
海
「
鹿
児
島
湾
（
錦

江
湾
）」。
垂
水
市
は
そ
ん
な
鹿

児
島
の
シ
ン
ボ
ル
を
一
望
す
る

場
所
に
あ
り
ま
す
。
人
口
は
約

１
万
５
千
人
、
年
間
２
０
０
日

以
上
が
晴
れ
の
天
気
に
な
る
な

ど
温
暖
な
気
候
と
言
え
ま
す
。

近
隣
に
は
、
鹿
児
島
市
・
霧
島

市
・
鹿
屋
市
・
姶
良
市
が
あ
り
、

自
治
体
間
の
連
携
は
も
と
よ

り
、
買
い
物
な
の
生
活
圏
内
と

し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

垂水市

鹿児島県
霧島市（鹿児島空港）

鹿屋市

鹿児島市

姶良市

鹿
児
島
湾

（
錦
江
湾
）

市役所は
このへんです！

この港から
鹿児島市への
フェリーが出航！
（垂水フェリー）

この海が鹿児島湾！

対岸に薄っすら
見えるのが鹿児島市！

市役所から少し南下に位置する
「柊原地区」上空から撮影した風景

垂水市の北に位置する
「牛根境地区」の風景

これが
あの有名な桜島！

柊原地区上空風景

STEP1
まずは全体を見てみる

17.7℃

日平均気温

８月
35.5℃

1 月
8.1℃

最高気温

1,852 時間
年間日照時間

８月
19.5℃

1 月
-3.7℃

最低気温

3,970mm
年間降水量

９地区と交通環境

市内９地区
垂水市は９地区に分かれています。南北
37km の海岸線に沿って、「境地区」から「新
城地区」、山間には「大野地区」があります。

交通環境
◆垂水市内・鹿屋市方面・霧島市方面
　①路線バス 〔鹿屋市方面 54 便・霧島市方面 32 便〕

　②乗り合いタクシー〔４路線・１日４便〕
◆鹿児島市⇔垂水市
　①車のみ：国道 220 号で約 1 時間 30 分
　②車 + 桜島フェリー：約 50 分
　③車 + 垂水フェリー：約 45 分
　　※鴨池・垂水フェリー〔１日 29 便〕
　　※桜島フェリー〔24 時間運行〕

　④鹿児島市～垂水市～鹿屋市直行バス
　　垂水市乗車の場合 700 円〔１日 12 便〕
◆鹿児島空港⇔垂水市間バス
　約 1 時間 30 分〔１日８便〕

境地区

協和地区

垂水地区

大野地区

水之上地区

柊原地区

新城地区

牛根地区

松ヶ崎地区

桜島
（鹿児島市）

道の駅たるみず

垂水市役所

※標高約 500m

鹿屋市

垂水
フェリー
乗り場

牛根境の風景
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FOOD &ART
海 の 幸 か ら 芸 術 品 ま で

垂 水 市 に は 、 地 元 の 魅 力 と 呼 べ る 食 材 や 芸 術 品 が た く さ ん 。

そ ん な 魅 力 を 生 か し た 絶 品 の 一 皿 か ら

思 わ ず 見 と れ る 一 品 を 紹 介 し ま す ！ STEP2
特産をみてみる

海 の 幸

魚 種 多 彩 海 鮮 丼
〔特産〕海の桜勘・ナミクダヒゲエビ

〔提供〕垂水漁協・港屋たるみず

垂水市の特産品「かんぱち」と「ナミク

ダヒゲエビ」をはじめ、鯛やヒラメ、シ

マアジをいっぺんに堪能できる絶品海鮮

丼。垂水市の豊富な海の幸が表現された

一品です。①かんぱち／垂水市漁業協同

組合が提供するブランド養殖かんぱち「海

の桜勘（おうかん）」は、鹿児島県内で

最初にかんぱちとしてブランド認定を受

けた魚。その特徴は、鹿児島県産のお茶

を与えることで、鮮度が向上し、魚臭さ

が抑えられ、身質の透明感が増している

ことで絶品かんぱちに仕上がっています。

②ナミクダヒゲエビ／鹿児島湾で捕れる

大変希少なエビ。希少な理由は、美味し

い味はもちろんのこと、魚場である鹿児

島湾が内湾でありながら 230m 以上の水

深があること、このエビだけを獲るため

の「とんとこ漁」と呼ばれる漁法がある

ことが、希少なエビを支えています。

シマアジ

鯛

ヒラメ

ナミクダヒゲエビかんぱち「海の桜勘」

海 の 幸

ぶりの御頭煮・お刺身
〔特産〕ぶり大将
〔提供〕牛根漁協・港屋たるみず

平成 19 年 11 月に『かごしまのさ

かな』ブランド認定された、牛根

漁協協同組合のブランド養殖ぶり

「ぶり大将」は、温暖な魚場によ

りほかの産地より早く育ちます。

トロのように脂が

のっていても、さっ

ぱり食べられる美

味しさです。

芸 術 品

ペタルアート
〔品名〕ペタルアート
〔提供〕ミヤギ   タケオ

ペタルとは「花びら」を表す言葉

で、ペタルアートとは、ミヤギタ

ケオ氏（海潟在住）が確立した作

品です。5 年以上寝かした花びら

を使用し、様々な種類を組み合わ

せることで、花びらを印象深い

アート作品へと昇華される。上記

作品は、地元のシンボル「桜島」

を題材にした作品です。

旨 い 肉

桜 島 美 湯 豚
〔特産〕桜島美湯豚
〔提供〕大隅ミート㈱・港屋たるみず

地下約 1,300m の天然温泉水と全

植タイプのオリジナル飼料を与

え、熟練の生産者が育てることで、

生体機能の活性化や病気にも強い

自然で健康な状態になります。肉

質は、ほどよい食感と香ばしい風

味、獣臭くもなくジューシーで脂

身もさっぱりし、ほのかな甘みを

感じられる美味しさです。

芸 術 品

薩摩ボタン
〔品名〕薩摩ボタン
〔提供〕薩摩志史（絵付師  室田志保）

薩摩ボタンは、鹿児島の伝統工芸

品「白薩摩」に薩摩焼の技法を駆

使し、金をはじめとする豪華絢爛

な配色を施したジュエリーにも似

た芸術品。江戸時代末期に始ま

り、その後作り手は途絶えていま

した。時を経て平成 17 年、絵付ヶ

舎「薩摩志史」で現代に合った薩

摩ボタンとして復活しました。

水 の 幸

飲 む 温 泉 水
〔特産〕飲む温泉水
〔提供〕市内温泉水事業者

霧島連山の麓に位置する垂水市

は、昔から水が豊富です。特に「飲

む温泉水」は 10 種類あり、市内

外で愛飲されています。ミネラル

成分をたっぷり含んでいるので、

健康や美容など、種類によって効

用も様々です。特に焼酎の水割

りやお湯割りとして使用すると、

まろやかな舌触りになります。

旨 い 酒

焼 酎
〔特産〕焼酎
〔提供〕市内焼酎事業者

焼酎が豊富な鹿児島県。その中で

も垂水市は、幻の焼酎と呼ばれる

「森伊蔵」や猿ヶ城渓谷近くに蔵

をかまえる「八千代伝」の本格焼

酎があります。また、飲む温泉水

とコラボしたプライベートブラン

ドなど、人気の焼酎が多くありま

す。受け継がれた伝統と匠の技に

より、極上の焼酎が生まれます。
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Ｑ
６
／
移
住
を
検
討
の
皆
さ
ん
へ

　
　

住
み
や
す
い
制
度
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
う
ま
く
利
用
す
る
た
め

に
垂
水
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

閲
覧
す
る
な
ど
し
て
情
報
を
集
め
る

の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

い
き
な
り
移
住
と
い
う
の
も

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
、
ま
ず
は
一

度
来
て
み
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す

よ
。観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
多
い
で
す
し
、

な
に
よ
り
人
が
温
か
い
の
で
、
自
分

な
り
の
垂
水
市
の
魅
力
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
１
／
移
住
の
き
っ
か
け

　
　

以
前
は
鹿
屋
市
の
郵
便
局
に
勤

め
て
い
ま
し
た
が
、
海※

１

潟
へ
の
転
勤

を
機
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
周

り
の
方
が
歓
迎
し
て
く
れ
た
事
が
一

番
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

Ｑ
２
／
垂
水
市
で
の
生
活

　
　

人
が
優
し
い
で
す
ね
。
仕
事
場

と
自
宅
と
の
距
離
は
近
い
の
に
、
通

勤
中
必
ず
一
度
は
誰
か
に
声
を
掛
け

ら
れ
ま
す
。
あ
と
、
仕
事
柄
か
、
野

菜
と
か
魚
と
か
、
結
構
い
た
だ
き
も

の
が
多
い
（
笑
）

　
　

振※
２

興
会
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

の
が
い
い
で
す
ね
。
色
々
教
え
て
も

ら
え
て
、
つ
な
が
り
が
で
き
や
す
い

と
思
い
ま
す
。
手
続
き
の
関
係
で
よ

く
市
役
所
に
行
き
ま
す
が
、
必
ず
保

健
課
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
子
ど
も
の

名
前
を
呼
ん
で
く
れ
ま
す
。
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
れ
る
の
で
、
色
々
と

相
談
し
や
す
い
環
境
が
う
れ
し
い
で

す
ね
。

　
　

鹿
児
島
市
や
霧
島
市
、
鹿
屋
市

の
ち
ょ
う
ど
間
に
位
置
す
る
の
で
、

ど
こ
へ
行
く
に
も
便
利
で
す
。

Ｑ
３
／
移
住
後
の
苦
労

　
　

大
き
め
の
ス
ー
パ
ー
に
行
く

に
は
、
車
が
な
い
と
、
思
う
よ
う

な
買
物
は
出
来
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
中
央
地
区
だ
け
で
生
活
し

よ
う
と
思
え
ば
、
自
転
車
や
タ
ク

シ
ー
、バ
ス
で
ど
う
に
か
な
り
ま
す
。

新しく来た人を、すんなり受け入れてくれている。

すごくいいな、と思いました。
ち
ょ
っ
と
し
た
買
い
物
な
ら
近
所
の

商
店
で
賄
え
ま
す
の
で
、
と
く
に
不

便
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
４
／
移
住
に
利
用
し
た
補
助
制
度

　
　

家
を
建
て
る
際
に
「
住※

３

宅
取
得

費
等
助
成
金
」
の
制
度
を
利
用
し
ま

し
た
。

　
　

子※
４

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
頻
繁

に
利
用
し
て
い
ま
す
。
マ
マ
友
も
で

き
て
情
報
交
換
も
で
き
ま
す
し
、
子

ど
も
服
の
リ
サ
イ
ク
ル
交
換
も
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
貸
出
も
で
き
る

そ
う
で
す
よ
。

Ｑ
５
／
休
日
の
過
ご
し
方

　
　

市
内
の
飲
食
店
に
行
っ
て
み
た

り
、
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出

か
け
ま
す
。　

　
　

公
園
が
多
い
の
で
子
ど
も
と
よ

く
出
か
け
ま
す
。
そ
れ
か
ら
図
書
館

も
よ
く
行
き
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
が
と
て
も
気
さ
く
で
、
子
供
た

ち
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く

れ
る
こ
と
も
。

１／石堂さんご一家が住む海潟地域　２／石堂さんの新居　３／右：夫の浩之さん、左：妻の友美さん

浩之さんのコメント　　　友美さんのコメント

浩

浩

浩友

友

友

友

友

友

浩

浩

浩

浩

keyword1

海　潟

垂 水 市 役 所 か ら 北 に 車 で 約 ９ 分。

か ん ぱ ち 養 殖 の 拠 点・ 海 潟 漁 港 が

あ る 漁 業・ 養 殖 業 が 盛 ん な 地 域 で

す。桜島も目の前に！

keyword2

振興会（自治会）

市 民 同 士 の 横 の 繋 が り と 言 え る 振

興 会（ 自 治 会 ） は 加 入 率 約 96 ％。

市 か ら の 文 書 配 布 や ご み ス テ ー

シ ョ ン の 管 理 等 安 心・ 安 全 な 地 域

づくりの基本です。

keyword3

住宅取得費等助成金

転 入 者 で 自 ら 居 住 す る た め に 市 内

に 住 宅 を 建 設・ 購 入 さ れ た 方 に 対

し、 住 宅 建 設・ 購 入 費 用 の 一 部 を

助成するものです。

◎助成金／ 100 万円

◎オプション／ 16 万円分

◎ 要 件 の 一 部 ／ 一 戸 建

て住宅を建設・購入し、

引き渡しを受けた方等

※ P18 でもご紹介しています！

keyword4

子育て支援センター

０ 歳 ～ 就 学 前 の 子 ど も と 保 護 者 の

応 援 セ ン タ ー で す。 親 子 遊 び の 場

や 子 育 て 中 の 親 同 士 の 出 会 い の 場

と し て ご 利 用 い た だ い て い ま す。

子育て相談員が常駐しているので、

お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ

い。 ※ P16 で も ご 紹 介

しています！

1

2

3

鹿児島県
鹿屋市から
の移住

県内移住事例

－活用補助－
住宅取得費
等助成金

C A S E

石堂さんご一家

STEP3

先輩に聞
いてみる
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理想の暮らしを求めて、垂水市へと移住。

農業を通して子どもの成長が感じられます。

鹿児島県
奄美市から
の移住

県内移住事例

C A S E

山田さんご一家

１／山田さんが住む水之上地区　２／山田さんが育てている野菜　３／右：夫の一生さん、左：妻の裕美子さん

1

2

3

Ｑ
１
／
移
住
の
き
っ
か
け

　
　

そ
れ
ぞ
れ
広
島
と
東
京
生
ま
れ

で
す
。
そ
の
後
奄
美
大
島
に
移
住
し

ま
し
た
が
、
以
前
か
ら
「
農
業
が
し

た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
垂
水

へ
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
空
き
家
を

二
人
で
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
と
て
も
居

心
地
の
い
い
家
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
２
／
垂
水
市
で
の
生
活

　
　

自
然
の
中
で
暮
ら
し
て
み
た

い
、
と
い
う
あ
こ
が
れ
が
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
あ
っ
て
、
子
ど
も
と
一
緒
に

農
業
を
し
な
が
ら
自
然
を
近
く
に
感

じ
て
暮
ら
せ
て
い
る
の
で
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。

　
　

子
ど
も
も
大
き
く
な
っ
た
の

で
、
こ
こ
数
年
、
田
ん
ぼ
や
畑
に

連
れ
て
行
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

年
々
出
来
る
こ
と
が
増
え
て
き
て
、

成
長
を
実
感
し
ま
し
た
。「
こ
ん
な

に
早
く
草
取
り
で
き
る
ん
だ
」「
こ

ん
な
に
上
手
に
植
え
継
ぎ
で
き
る
ん

だ
」
と
か
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
御
褒

美
に
川
へ
連
れ
て
行
っ
た
り
し
ま
す

が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
普
通
に
で

き
る
環
境
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
３
／
移
住
後
の
仕
事

　
　

約
10
種
類
の
お
米
を
作
っ
て
い

ま
す
。
あ
と
は
加
工
用
の
野
菜
や
、

色
々
な
野
菜
を
セ
ッ
ト
に
し
て
ネ
ッ

ト
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

　
　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
で
す
の
で
、
肥

料
は
あ
ま
り
入
れ
ず
、
農
薬
は
使
わ

な
い
の
で
と
て
も
大
変
で
す
。
近
所

の
農
家
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い

た
だ
い
た
り
、
作
業
を
見
て
学
ん
だ

り
し
て
、
少
し
ず
つ
形
に
し
て
い
ま

す
。
鹿
児
島
弁
が
け
っ
こ
う
難
解
で

す
け
ど
（
笑
）

　
　

民
泊
も
し
て
い
ま
す
。
関
西
や

中
国
地
方
か
ら
修
学
旅
行
で
中
高
生

が
利
用
し
て
、
農
業
体
験
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
と
て
も
賑
や
か
に
な

り
ま
す
よ
。
一
般
の
方
も
宿
泊
す
る

方
が
い
て
、
農
業
に
興
味
が
あ
る
方

や
田
舎
体
験
が
し
た
い
と
い
う
方
も

時
々
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
が

き
っ
か
け
で
農
業
を
始
め
た
方
も
い

ま
す
よ
。

Ｑ
４
／
休
日
の
過
ご
し
方

　
　

猿※
１

ヶ
城
渓
谷
に
行
き
ま
す
。
垂

水
は
、
高※

２

隅
山
や
白
山
な
ど
、
い
い

山
が
多
い
な
と
感
じ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
子
ど
も
と
登
山
を
し
た

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

夏
は
六※

３

月
灯
に
行
き
ま
す
。
鹿

児
島
な
ら
で
は
の
祭
り
で
す
し
、
地

区
ご
と
に
神
社
に
守
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
、
す
ご
く
素
敵
だ
と
思
う
。
あ

と
は
、
田
ん
ぼ
の
風
景
が
と
て
も
き

れ
い
。
田
植
え
の
時
期
や
稲
刈
り
の

時
期
で
四
季
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
　

は
ざ
掛
け
も
全
国
的
に
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
垂
水
で
は
ま
だ
見
ら

れ
ま
す
し
、
田
植
え
や
稲
刈
り
の
時

期
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
た
く
さ
ん
集

ま
っ
て
き
て
に
ぎ
や
か
に
な
る
の
も

面
白
い
と
思
い
ま
す
。
十
二
月
頃
は

千※
４

本
イ
チ
ョ
ウ
が
き
れ
い
な
の
で
、

親
子
で
見
に
行
く
の
も
楽
し
み
で
す

ね
。 一一 裕

裕

keyword1

猿ヶ城渓谷

垂 水 市 の 中 央 地 区 か ら 車 で 約 10

分 で 行 け る プ チ 秘 境。 高 隈 連 山 の

ふ も と に 位 置 す る、 自 然 豊 か な 渓

谷です。

keyword2

高隈連山

垂水市の東に位置する、標高 1000

メ ー ト ル 級 の 山 岳 郡。 高 隈 山 県 立

自 然 公 園 や 21 世 紀 に 残 し た い 日

本 の 自 然 100 選 に も 指 定 さ れ て い

る こ と か ら、 四 季 を 通 じ て 登 山 ハ

イキング客で賑わいます。

keyword3

六月灯

旧 暦 6 月 に、 各 地 域 の 神 社 や 寺 で

行 わ れ る 鹿 児 島 の 夏 の 風 物 詩。 地

元では「ろっがっどー」と呼ばれ、

親 し ま れ て い ま す。 灯 篭 の 下、 さ

ま ざ ま な 露 店 が 並 び、 浴 衣 や 甚 平

を 着 た 子 ど も や 大 人 で 賑 わ う イ ベ

ントです。

keyword4

垂水千本イチョウ園

「 ま る で 映 画 の ワ ン シ ー ン の よ う 」

と 言 わ れ る、 垂 水 市 を 代 表 す る 観

光 ス ポ ッ ト。 園 主 が 奥 様 と 二 人 三

脚 で 荒 れ 果 て た 山 を 開 墾 さ れ、30

年 以 上 の 歳 月 を か け て 作 り 上 げ ま

し た。 そ の 活 動 と 景 観 の 素 晴 ら し

さ か ら、 初 代 鹿 児 島 県 景 観 大 賞 を

受 賞。 シ ー ズ ン は 11 月 中 旬 か ら

12 月頃。あたり一面が黄金色に染

まり、多くの人を魅了しています。

一生さんのコメント　　　裕美子さんのコメント一 裕

一

一

一裕

一
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雄大な桜島を目の前に、ゆっくりと、どっしりと。

自然体でいられる場所です。

大阪から
７年振りに
地元へ

Uターン事例

－活用補助－
青年就農
給付金

C A S E

井之上 裕征さん

１／井之上さんの住む野久妻地域　２／畑で収穫したオクラ　３／Ｕターンして農業を営む井之上さん

1

2

3

Ｑ
１
／
移
住
の
き
っ
か
け

　
　

学
校
卒
業
後
、
大
阪
に
就
職
し

ま
し
た
が
、
慌
た
だ
し
い
都
会
よ
り

も
、
垂
水
の
の
ん
び
り
し
た
環
境
が

自
分
の
性
格
に
合
っ
て
い
る
と
思

い
、７
年
ぶ
り
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

消※
１

防
団
や
新
規
就
農
者
の
集
ま
り
も

あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
新
た
な
知
り

合
い
も
増
え
ま
し
た
し
、
情
報
交
換

の
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
２
／
移
住
に
利
用
し
た
補
助
制
度

　
　

農
業
を
始
め
る
際
に
「
青※

２

年
農

業
給
付
金
」
を
利
用
し
ま
し
た
。
農

業
を
始
め
る
と
な
る
と
、
最
初
の
１

～
２
年
は
設
備
投
資
に
多
額
の
費
用

が
か
か
り
ま
す
。
初
期
投
資
と
し
て

は
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
購
入
し
ま
し

た
が
、
垂
水
は
畑
一
枚
一
枚
が
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
な
く
、
多
く
の
機
械
は

必
要
な
い
の
で
、
初
心
者
で
も
ス

タ
ー
ト
し
や
す
か
っ
た
で
す
。

Ｑ
３
／
作
っ
て
い
る
作
物

　
　

春
と
秋
冬
は
イ※
３

ン
ゲ
ン
や
キ※

４

ヌ

サ
ヤ
、
夏
は
ゴ
ー
ヤ
と
オ
ク
ラ
を

作
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ゲ
ン
や
キ
ヌ

サ
ヤ
は
２
～
３
ヶ
月
で
す
ぐ
育
つ
の

で
、
作
り
や
す
い
で
す
よ
。
そ
れ
に

一
つ
一
つ
が
軽
い
の
で
輸
送
コ
ス
ト

も
そ
れ
ほ
ど
か
か
ら
ず
、
う
ま
く
育

て
ば
収
入
も
比
較
的
安
定
す
る
そ
う

で
す
。
垂
水
で
は
、
冬
に
頑
張
っ
て

収
穫
を
し
て
、
夏
場
は
何
も
作
ら
な

い
方
や
、
米
だ
け
を
作
る
農
家
さ
ん

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
一
日
の
大

ま
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
が
、
朝

は
５
時
頃
に
起
き
て
草
む
し
り
か
ら

始
め
、
そ
の
あ
と
収
穫
や
水
や
り
を

し
ま
す
。
時
に
は
道
の
駅
な
ど
に

行
っ
て
、
他
の
農
家
さ
ん
が
育
て
た

作
物
を
見
て
自
分
の
育
て
た
も
の
と

比
較
し
な
が
ら
勉
強
し
て
い
ま
す
。

「
い
い
野
菜
を
つ
く
り
た
い
！
」
と

い
う
思
い
か
ら
、
基
本
の
土
づ
く
り

か
ら
風
や
日
焼
け
対
策
等
、
日
々
試

行
錯
誤
し
て
や
っ
て
い
ま
す
が
、
う

ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

で
も
、
そ
ん
な
中
で
き
れ
い
な
野
菜

や
お
い
し
い
野
菜
が
で
き
る
と
、
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
近
所

の
農
家
の
方
も
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
と
て
も
あ

り
が
た
い
で
す
ね
。

Ｑ
４
／
久
し
ぶ
り
の
垂
水
は
？

　
　

時
間
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
自
分
の
よ
う

に
、
の
ん
び
り
過
ご
し
た
い
と
い
う

方
に
は
ぴ
っ
た
り
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
車
も
ど
こ
か
ゆ
っ
く
り
走
っ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。あ
と
は
、

桜
島
が
一
望
で
き
る
の
も
垂
水
の
好

き
な
と
こ
ろ
の
一
つ
に
な
り
ま
し

た
。
学
生
ま
で
は
当
た
り
前
の
存
在

で
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
帰
っ
て
く

る
と
桜
島
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
す
。

Ｑ
５
／
移
住
を
検
討
の
皆
さ
ん
へ

　
　

キ
ヌ
サ
ヤ
、
イ
ン
ゲ
ン
は
作
り

や
す
い
作
物
で
す
し
、
畑
が
小
さ
い

の
で
ス
タ
ー
ト
し
や
す
い
。
農
業
を

一
か
ら
始
め
て
み
た
い
と
い
う
方
に

は
、
垂
水
は
い
い
環
境
だ
と
思
い
ま

す
。

keyword1

消防団

垂 水 市 の 小 学 校 区（9 地 区 ） ご と

に 消 防 団 が あ り ま す。 年 齢 層 は さ

ま ざ ま で、 市 民 へ の 防 災 防 火 意 識

の 啓 発 を 図 る な ど の 取 り 組 み を

行っています。

keyword2

青年就農給付金
（経営開始型）

新 規 就 農 さ れ る 方 に、 農 業 を 始 め

て か ら 経 営 が 安 定 す る ま で 最 長 5

年 間、 年 間 最 大 150 万 円 を 給 付 す

る、国庫給付金。

◎給付額　150 万円／年

※ 2 年目以降は前年所得により異な

ります。要件や給付額の詳細等は、

農林水産省の HP をご覧ください。

keyword3

インゲン

垂 水 市 で の 栽 培 は 露 地 栽 培 が 大 半

でしたが、昭和 50 年代からビニー

ル ハ ウ ス で の 栽 培 が

お こ な わ れ る よ う に

な り、 ほ ぼ 一 年 を 通

し て 出 荷 で き る よ う

になりました。

keyword4

キヌサヤ

鮮やかな緑が煮物の彩としても大活

躍のキヌサヤ。カロ

テンを多く含み、食

物 繊 維 も 豊 富 で す。

垂水を代表する農作

物の一つです。

井之上さんのコメント井

井井井

井

井
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やりがいのある仕事をみつけること。

それがいい定住の条件だと思います。

デザイナー
から
漁師へ

Uターン事例

C A S E

篠原 重人さん

１／篠原さん（写真中央）と仕事仲間の皆さん　２／安全面も徹底し、いけすで養殖　３／仕事にかかせない相棒

1

2

3

Ｑ
１
／
移
住
の
き
っ
か
け

　
　

以
前
は
東
京
の
大
学
を
出
て
、

そ
の
ま
ま
東
京
で
就
職
。
13
年
間
デ

ザ
イ
ン
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
14
年
ほ
ど
前
、
漁
師
を
し
て
い
た

弟
が
亡
く
な
り
、家
業
を
継
ぐ
た
め
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
を
辞
め
て
出
身
地
で
あ

る
垂
水
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｑ
２
／
移
住
後
の
仕
事

　
　

カ※
１

ン
パ
チ
漁
師
で
す
。
朝
は
早

い
で
す
が
、
日
の
出
と
と
も
に
仕
事

を
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
、
夏
は
５
時

く
ら
い
、
冬
は
７
時
く
ら
い
に
開
始

し
ま
す
。
養
殖
で
す
か
ら
、
魚
の
状

態
を
見
て
、
従
業
員
へ
え
さ
の
指
示

や
道
具
の
修
理
等
を
し
ま
す
。ま
た
、

経
営
や
技
術
的
な
事
、
カ
ン
パ
チ
祭

り
に
つ
い
て
企
画
を
考
え
ま
す
。
カ

ン
パ
チ
の
養
殖
と
会
社
経
営
を
同
時

進
行
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
忙

な
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
３
／
U
タ
ー
ン
・
転
職
の
苦
労

　
　

学
生
の
頃
、
少
し
は
漁
業
の
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
た
経
験
は
あ
り
ま
し

た
が
、
い
ざ
始
め
る
と
な
る
と
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
の
で
、
右
も

左
も
分
か
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
漁

業
経
営
の
ベ
ー
ス
は
、
弟
が
築
き
あ

げ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ

れ
を
活
用
し
ま
し
た
。
で
も
始
め
て

２
～
３
年
は
、
良
い
魚
に
育
て
ら
れ

ず
、
い
ろ
い
ろ
な
壁
に
ぶ
ち
当
た
り

な
が
ら
、
一
つ
一
つ
課
題
を
解
決
し

な
が
ら
、
今
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
４
／
転
職
し
て
も
変
わ
ら
な
い
こ

　
　
　

と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　

デ
ザ
イ
ン
を
や
っ
て
い
た
こ
ろ

は
、
い
つ
も
自
分
の
作
品
作
り
を
し

て
い
ま
し
た
。
自
分
が
手
が
け
た
デ

ザ
イ
ン
の
前
を
カ
ッ
プ
ル
や
お
ば

ち
ゃ
ん
た
ち
が
写
真
を
取
っ
て
「
き

れ
い
だ
ね
え
」
っ
て
言
っ
て
く
れ
る

事
が
う
れ
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ

れ
と
一
緒
で
、
垂
水
に
帰
っ
て
き

て
、
カ
ン
パ
チ
を
育
て
る
の
も
自
分

の
作
品
作
り
だ
と
思
っ
て
や
っ
て
い

ま
す
。
え
さ
の
や
り
方
や
飼
料
の
混

ぜ
方
等
に
よ
っ
て
多
様
な
カ
ン
パ
チ

に
仕
上
が
り
ま
す
か
ら
、
自
分
の
育

て
た
魚
を
「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て

く
れ
る
方
が
１
人
で
も
多
く
い
て
く

だ
さ
れ
ば
、本
当
に
う
れ
し
い
の
で
、

や
っ
て
い
る
こ
と
の
根
本
の
考
え
は

変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
５
／
そ
の
他
、
取
り
組
み
等
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
垂
水
市
漁
業
協
同
組
合
で
は
、

県
認
定
の
ブ
ラ
ン
ド
養
殖
カ
ン
パ
チ

「
桜
勘
」
を
出
荷
し
て
い
ま
す
が
、

出
荷
し
て
す
ぐ
の
新
鮮
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。
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密
の
製
法
で
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間
か
け
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作
る
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み
て
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た
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き
た
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し
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お
い
し
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と
言
っ
て
い
た

だ
け
る
カ
ン
パ
チ
を
こ
れ
か
ら
も
育

て
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

keyword1

かんぱち「海の桜勘」

垂 水 市 漁 業 協 同 組 合 が、 養 殖 業 者

と 丹 精 込 め て 育 て て い る ブ ラ ン ド

養 殖 か ん ぱ ち。 平 成 16 年 ７ 月 に

養 殖 か ん ぱ ち と し て は、 県 内 で 初

め て 認 定 を 受 け「 海 の 桜 勘（ う み

のおうかん）」と命名しました。

keyword2

味処桜勘

味 処 桜 勘 は、 海 潟 漁 港 に あ る 垂 水

市 漁 業 協 同 組 合 に 隣 接 す る お 食 事

処 で す。 同 漁 協 の 婦 人 部 が 運 営 し

ています。看板メニュー「桜勘定食」

は、 か ん ぱ ち の「 あ ぶ り 刺 身 」 や

「びんた煮」など、かんぱちのすべ

て を 美 味 し く い た だ け ま す。 特 に

「びんた煮」は骨がホロホロと崩れ、

未体験の食感を味わえます。

篠原さんのコメント篠

篠篠

篠

篠

篠
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KID &MEDICAL
子 育 て 支 援 と 医 療 施 設

楽 し い 子 育 て を し て ほ し い 。

そ ん な 思 い で 、 垂 水 市 は 子 育 て 世 帯 へ の

さ ま ざ ま な 支 援 を 行 っ て い ま す 。
STEP4

子育てを考える

子 育 て

垂 水 市 子 育 て 支 援 セ ン タ ー

０歳～就学前のお子さんの成

長と保護者の皆さんの子育て

を応援するセンターです。一

緒に遊んだり、コミュニケー

ションをとることで、子育て

のヒントが得られます。ベビー

マッサージや親子体操などの

毎月のイベントに加え、夏祭

子 育 て

た る フ ァ ミ 〔問〕企画政策課秘書広報係　☎内線 271

垂水市での子育て情報をギュッと１冊にまとめた便利手帳です。母子健康

手帳の手続き等に合わせて、対象者へ配布しています。出産後

の手続きから、保育所や幼稚園の紹介まで、育児についての「知

りたい」が詰まっています。

子 育 て

子 ど も 医 療 費 助 成
〔問〕福祉課児童障害者係

　　   ☎内線 124・127

垂水市では、子どもの保険適用医

療費自己負担分を助成していま

す。病気の早期治療と健康保持が

目的で、対象は０歳から中学校卒

業まで。他の医療費助成制度との

重複申請はできません。出生届ま

たは転入届を行った

後、 福 祉 課 で 登 録 申

請が行えます。

子 育 て

垂 水 市 内 の 医 療 機 関 〔問〕保健課健康増進係　☎内線 138・164

垂水市内には、「垂水市立医療センター垂水中央病院」をはじ

め、10 の医療機関があります。また垂水市では、「かかりつけ

医」を推奨しています。普段から「かかりつけ医」に相談し

ていると、いざという時に的確な判断を行うことができます。

りやクリスマス会などの季節

のイベントもあり、人との出

会いがたくさんあります。子

育 て 世 帯 か ら 大 ベ テ ラ ン ま

で、様々な経歴や資格を持つ

スタッフが常駐しているので、

育児の悩みなど、気軽に相談

できる場所です。

DATA ／◎開設日：月曜日～金曜日（春・夏休みも利用可）　◎開設時間：午前 10 時～午後 4 時

                ◎住　所： 鹿児島県垂水市南松原町 38　　　　　　 ◎連絡先：☎ 0994-31-3052

病院名 連絡先
たじつ牛根医院 36-3737

池田温泉クリニック 32-6161

東内科小児科クリニック 32-5522

桑波田医院 32-1825

ふくまる皮フ科クリニック 32-7771

相良整形外科 31-3081

垂水中央病院 32-5211

桑波田診療所 32-0002

よしとみクリニック 45-4215

りんどう心のクリニック 32-2277

◆垂水市内医療機関

◆大隅広域夜間急病センター（鹿屋市）
　☎ 0994-45-4119
　午後 7時～翌日午前 7時
　夜間の内科・小児科急病疾患の診療所です。
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住 ま い の 支 援 と 移 住 の 手 引 き
移 住 す る に は 、 住 ま い の 確 保 が 第 一 。

ラ イ フ ス タ イ ル に 合 っ た 住 宅 、 制 度 を 活 用 し て

垂 水 暮 ら し を 始 め ま し ょ う ！

〔問〕企画政策課地域振興係　☎内線 246

〔問〕企画政策課地域振興係　☎内線 246

HOME & HOW TO
STEP5

住まいを考える

住 ま い

住 宅 取 得 費 等 助 成 金

空 き 屋 活 用

空 き 家 を 有 効 活 用 ！ 空 き 家 バ ン ク

住 宅 活 用

住宅リフォーム助成
〔問〕土木課建築係  ☎内線 340

垂水市内の住宅リフォーム費用の

一部補助する制度です。助成要件

などは WEB サイトでご確認くだ

さい。

◎補助額（一般世帯）
　対象工事費 10%（上限 15 万円）

◎補助額（子育て世帯）
　対象工事費 30%

　（上限 45 万円）

垂水市には「水之上定住促進住宅

」と「錦江町定住促進住宅」の

２つの定住促進住宅があります。

WEB サイトでご確認ください。

◆錦江町定住促進住宅
◎家賃　月 3.3 万円

◆水之上定住促進住宅
◎家賃　月 3.2 万円

住 宅 活 用

２つの定住促進住宅
〔問〕土木課管理用地係　☎内線 330

インターネットやパンフレットだ

けでは、実際の暮らしはわからな

い事も。まずは自分の目で確認し

てみませんか？「交流体験施設」

もご利用ください。

◎利用料金
１泊 3,000 円 

布団１組 2,000 円

※原則２名～６名の１家族の使用

移 住 手 引

交流体験施設
〔問〕企画政策課地域振興係

☎内線 246

転入者を対象とした垂水市内での住宅建設・購入費用の一部助成と

して、100 万円を助成する制度です。「住宅取得額 500 万円以上」

などのすべての助成要件を満たした方が対象となります。詳しくは、

WEB サイトでご確認ください。

◎助成額／ 100 万円（100 万円のうち 10 万円は市内商品券で助成）

◎オプション／ 16 万円分

　※垂水フェリー通勤定期券助成、家電製品購入助成など

　　10 の助成オプションの中から 16 万円分を助成いたします。

◎申請／住宅取得から 6 ヶ月以内の申請が必要です。

DATA

空き家バンクは、垂水市内の「空き家」物件が登録されているもので、空き屋の有効活用を促進するた

〔問〕企画政策課地域振興係　☎内線 246空 き 屋 活 用

空 き 家 バ ン ク 移 住 促 進 事 業 補 助 金

垂水市へ移住される方に対し、空き家バンク登録物件の家

賃を助成することにより、移住の促進及び空き家バンクの

利用促進を図る補助金制度です。

◎対象者
　転入世帯の世帯主で、次に掲げる要件すべてに該当する方 

　①本市に住民登録し、その日から６か月を経過していな い方 

　②空き家バンク賃貸物件に新たに入居される方 

　③市税に滞納のない方 

◎対象住宅
　空き家バンク登録物件の内、家賃３万円以上の賃貸物件 

◎補助期間
　交付決定の月から３年間（36 か月）

◎補助金額
　次の世帯の区分に応じて定める金額

　①０歳～中学校卒業までの子どもが

　　２人以上いる転入世帯 ／月額 15,000 円 

　②０歳から中学校卒業までの子どもが

　　１人いる転入世帯 ／月額 10,000 円 

　③上記①・②の項目に該当しない転入世帯 

　　月額 5,000 円 

DATA

◎交付方法
　４月～９月分と 10 月～翌年３月分として年２回に分けて交付します。 

　支払時には家賃等の支払いを証明する書類（領収書等）を添えて、請求書を市企画政策課へ提出してください。

めに垂水市が WEB サイト等を

通して空き家の利用希望者へ

情報提供を行うシステムです。

気になる物件がある場合は、

垂水市または管

理不動産へご連

絡ください。
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